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１．はじめに 

ＩＣＴ施工では、工事全般に３次元データを活用することで適切な品質の目的物を

効率的に施工できることから、建設現場の省人化や施工時間の短縮等、生産性の向上

に効果を発揮し週休２日制などの働き方改革につながります。 

また、３次元データを取り扱うＩＣＴ機器や建設機械は、デジタルツールに慣れ親

しんだ現場経験の少ない若手社員でも活用出来るため、モチベーションの向上につな

がり発注者・施工者において、新規採用に効果を発揮

するなど、関心が高まっています。 

今般のコロナ過をきっかけに在宅勤務やテレビ会

議が広く一般に普及活用することとなって、ＩＣＴ施

工に関心を持っている人が、広いエリアから気軽に参

加出来、さらなるＩＣＴ施工を普及・促進させるため、

発注者や施工会社向けに行ったＷｅｂセミナーにつ

いて紹介いたします。 

 

２．セミナーカリキュラム 

２．１ カリキュラム内容 

受講する対象者は、関東地整・地方公共団体等の発注機関職員と施工会社・測量会

社等の民間企業社員に分けられるため、カリキュラムとして専門性を持たせた。 

講師について、発注機関職員向けの施策は関東地方整備局職員が担当し、技術論は

日本建設機械施工協会・日本測量機器工業会等の業界団体へ依頼した。 

民間企業社員向け最新のＩＣＴ技術情報・ノウハウについては、関東地方整備局認

定のＩＣＴアドバイザーを活用した。 

特に工夫したカリキュラム 

①現場で使用している専用ソフトを画面で操作しながらの解説 

②現場経験者ならではの工夫・実践的なテクニック等の解説 

③施工会社固有知識・技術の説明 

 

 

 

 

 

 専用ソフトを操作しながらの解説 施工現場の作業説明 



 

 

 

 

 

 

 

２．２ 受講生の参加方法 

受講生募集においては、Ｗｅｂ配信の特性を生かし「定員」を設けず。 

記者発表において、幅広い参加を求め参加者が興味を示すような広報を心掛けた。 

 

３．結果・成果 

青森県から沖縄県まで 31 都府県から職

員向け 274 名の参加、民間向け 2,178 名の

応募があり、Ｗｅｂセミナー開催で全国か

ら多くの方が受講した。 

職員向けの研修では、自治体から多くの

参加が有り、民間向け講習では設計・施工・

測量等多様な業種から応募があり、ＩＣＴ

施工に対する関心の高さがわかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．今後の対応 

Ｗｅｂセミナーも活用しつつ対面型の研修・講習を開催するとともに、研修内容の動

画配信を行って、カリキュラムの復習、都合により参加出来なかった方にとっても学

習しやすい環境を整備しＩＣＴ施工の普及・促進に取り組んで行きたい。 

職員研修の割合 民間講習の業種別割合 

表―１ 研修・講習参加人数 

イメージイラスト・チラシ 

※ICT 講習は、応募人数を集計 

民間講習の全国参加状況 

最新の施工技術 施工会社の技術説明 


